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J23a 全天X線監視装置MAXIによるガンマ線バースト/X線フラッシュの観測結果
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全天X線監視装置MAXIはガンマ線バーストの観測において 2-10 keVの軟X線でプロンプト放射の検出が可能
であるという固有の特徴をもち, X線フラッシュなど低エネルギーに放射ピークをもつ現象の検出やプロンプト放
射中の吸収量 (nH)について調べることができる. MAXIは約 92分ごとに全天の広い領域を観測可能であるが、瞬
間的な視野は全天の約 2％程度と通常のGRB観測衛星と比べると狭いためGRBのように短いタイムスケールの
現象の検出数を稼ぐことはできない. しかし常に動く視野によって全天の広い領域を走査するので, 多くのX線残
光の光度に対して上限値を決定することが可能である. MAXIは 2009年 8月の運用開始から 4ヶ月程度の観測によ
りGRB090831A(GCN9852; Matsuoka et.al.), GRB090926B(GCN9943; Morii et. al.), GRB091120(GCN10188;
Nakajima et. al.)など 3つのガンマ線バーストのプロンプト放射の検出に成功し, GCNへの報告をおこなった.
また MAXIのみで観測されたX線フラッシュと思われる未同定の現象も捉えられている (GCN10229; Nakajima
et. al.). 本講演ではMAXIで観測したそれぞれのGRBについて, 観測以後現在まで進行している時刻やGSCカ
メラのアライメント, エネルギー応答の較正の結果を反映させることにより精度を向上させ,Fermi-GBMや Swift-
BAT,Suzaku-WAMなど他の観測装置による結果とあわせた 2 keVからの広い帯域による GRBプロンプト放射
の観測結果を発表する。


